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◇
は
じ
め
に

※
講
演
の
目
的

芥
川
龍
之
介
の
最
後
の
旅
は
、
北
海
道
で
あ
っ
た
。
自
死
す
る

わ
ず
か
二
か
月
前
の
こ
の
講
演
旅
行
が
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な

も
の
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
芥
川
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
帰
京
し
た
芥
川
は
、
書
き
か
け
の
作
品
を
次
々
に
脱

稿
し
て
、
い
よ
い
よ
「
死
」
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
始
め
る
。

そ
し
て
、
昭
和
２
年
７
月
群
日
、

「
水
涕
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
残
る
」

を
短
冊
に
書
い
て
自
死
す
る
。
満
蒟
歳
で
あ
っ
た
。
果
た
し
て
、

芥
川
は
、
こ
の
絶
筆
に
ど
の
よ
う
な
思
い
を
込
め
た
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
を
、
考
察
し
て
み
た
い
。

◇
第
１
部
最
後
の
講
演
旅
行
（
東
北
・
北
海
道
）

（
１
）
講
演
旅
行
の
あ
ら
ま
し

（
２
）
芥
川
の
所
感

（
３
）
道
内
の
反
応

（
４
）
講
演
旅
行
の
成
果

◇
第
２
部
絶
筆
を
め
ぐ
っ
て

【
謎
そ
の
１
】
辞
世
の
句
か
？

【
謎
そ
の
２
】
「
水
涕
」
と
は
？

【
謎
そ
の
３
】
「
暮
れ
残
」
っ
た
も
の
は
？

◆
１
東
北
・
北
海
道
講
演
旅
行
の
行
程

（
昭
和
２
年
５
月
⑱
日
〜
お
日
）

犯
時
訓
分
・
上
野
発
。
里
見
惇
と
と
も
に
乗
車
。
車
中
泊
。

７
時
加
分
・
仙
台
着
。
仙
台
市
公
会
堂
で
講
演
。
仙
台
泊
。

盛
岡
着
．
盛
岡
劇
場
で
講
演
（
「
夏
目
先
生
の
こ
と
」
）
。

盛
岡
泊
。

Ⅱ
時
蛇
分
・
盛
岡
発
。
犯
時
・
函
館
着
。
函
館
泊
。

函
館
市
公
会
堂
で
講
演
（
「
雑
感
」
）
。
窮
時
妬
分
・
函
館
発
。

車
中
泊
。

７
時
別
分
・
札
幌
着
。
北
海
道
大
学
で
講
演
（
「
ボ
オ
の
美
学

に
つ
い
て
こ
、
大
通
小
学
校
で
講
演
（
「
夏
目
先
生
の
事
ど

も
」
）
・
札
幌
泊
。

８
時
卯
分
・
札
幌
発
。
ｕ
時
犯
分
・
旭
川
着
・
錦
座
で
講
演

（
「
表
現
二
・
鳩
時
胆
分
・
旭
川
発
。
別
時
“分
・
札
幌
着
。

札
幌
泊
。

小
樽
着
・
花
園
小
学
校
で
講
演
今
描
か
れ
た
も
の
」
）
。
翠
時

蛤
分
・
小
樽
発
。
車
中
泊
。

７
時
伽
分
・
函
館
着
。
廻
時
訓
分
・
青
森
着
。
帰
京
す
る
里
見

惇
と
別
れ
、
青
森
市
公
会
堂
で
講
演
（
「
漱
石
先
生
の

話
」
）
・
青
森
泊
。

北
陸
回
り
で
新
潟
へ
。
夜
、
新
潟
着
。
こ
こ
か
ら
は
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
旅
と
な
り
、
羽
日
（
月
）
は
新
潟
で
過
ご
し
、
泌
日

（
火
）
夕
方
、
帰
京
の
途
に
就
く
．

田
端
の
自
宅
に
戻
る
。

妬
日
（
水
）

◇
お
わ
り
に

週
日
（
金
）

狸
日
（
土
）

賜
日
（
日
）

肥
日
（
水
）

灼
日
（
木
）

塑
日
（
日
）

2 1 2 0
日 日
へ へ

土 金
… …
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日 日
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◆
２
芥
川
比
呂
志
・
多
加
志
へ
の
絵
塞

ス
ト
修
道
院
の
全
景
」
（
昭
２
．
５
．
砂
）

サ
ッ
ポ
ロ
ヘ
キ
マ
シ
タ
コ
コ
ニ
ハ
キ
レ
イ
ナ
シ
ョ
ク
ブ
ッ
エ
ン
ガ
ア

リ
マ
ス
ア
シ
タ
ハ
ア
サ
ヒ
ガ
ハ
ト
イ
フ
町
へ
ユ
キ
マ
ス

◆
３
芥
川
文
へ
の
葉
書
（
昭
２
．
５
．
⑲
）

汽
車
へ
乗
っ
て
は
し
や
く
り
／
-Ｉ
す
る
為
、
す
っ
か
り
く
た
び
れ
た
。

か
へ
り
に
は
新
潟
へ
ま
は
り
、
二
三
日
休
養
す
る
つ
も
り
。
こ
ん
な

に
烈
し
い
旅
と
は
思
は
な
か
っ
た
。

◆
４
『
北
海
タ
イ
ム
ス
』
（
昭
２
．
５
．
肥
）

改
造
社
主
催
本
社
後
援
の
講
演
と
映
画
の
会
は
 
今
十
八
日
午
後
四
時

半
か
ら
大
韓
小
学
校
で
開
催
す
る
が
 
そ
の
券
五
千
枚
は
発
表
と
同
時

に
飛
ん
で
了
っ
た
 
凄
じ
い
人
気
で
 
遅
れ
て
入
場
の
方
は
遺
憾
な
が

ら
お
断
り
す
る
外
は
あ
る
ま
い

◆
５
『
旭
川
新
聞
』
（
昭
２
．
５
・
加
）

里
見
氏
は
「
文
芸
の
味
ひ
方
」
の
題
下
に
 
芥
川
龍
之
介
氏
は
「
表
現
」

の
題
下
に
雄
弁
を
振
ひ
 
聴
衆
に
多
大
の
感
動
を
与
へ
映
画
の
上
映
に

◆
６
伊
藤
整
「
幽
鬼
の
街
」
（
昭
翅
・
８
）

廊
下
の
か
ど
の
と
こ
ろ
に
、
髪
を
長
く
の
ば
し
た
青
白
い
男
が
先
刻

か
ら
立
っ
て
、
た
え
ま
な
く
煙
草
を
吹
か
し
て
ゐ
た
が
、
そ
の
男
が

今
度
は
む
ざ
う
さ
に
煙
草
を
す
て
て
演
壇
に
あ
が
っ
て
行
っ
た
。
う

つ
む
く
と
下
が
っ
て
く
る
髪
を
細
い
白
い
手
で
か
き
上
げ
な
が
ら
、

ち
ょ
っ
と
あ
い
さ
つ
を
す
る
と
、
聴
衆
に
は
何
の
関
係
も
な
い
さ
ま

で
、
し
や
く
り
は
じ
め
た
。
／
「
-私
は
、
描
か
れ
た
も
の
、
と
い

ふ
題
で
お
話
い
た
し
ま
す
。
」
と
言
っ
て
彼
は
後
を
ふ
り
か
へ
り
、
そ

こ
に
は
り
だ
さ
れ
て
あ
る
「
題
未
定
・
芥
川
龍
之
介
」
と
い
ふ
紙
を

見
た
。
／
（
：
．
）
／
そ
こ
ま
で
言
ふ
と
芥
川
龍
之
介
は
卓
に
両
手
を

つ
い
て
聴
衆
に
向
か
っ
て
鄭
重
に
頭
を
さ
げ
た
。
長
髪
は
青
白
い
顔

の
前
に
た
れ
さ
が
り
、
頭
を
上
げ
た
瞬
間
、
彼
の
顔
は
幽
霊
の
や
う

に
見
え
た
。

◆
７
芥
川
龍
之
介
「
講
演
軍
記
」
（
昭
２
．
６
、
『
文
芸
時
報
』
初
出
）

講
演
に
は
も
う
食
傷
し
た
。
当
分
も
う
や
る
気
は
な
い
。
北
海
道
の

風
景
は
不
思
議
に
も
感
傷
的
に
美
し
か
っ
た
。
食
ひ
も
の
は
ど
こ
へ

た
ど
り
着
い
て
も
ホ
ッ
キ
貝
ば
か
り
出
さ
れ
る
の
に
往
生
し
た
。
里

見
君
は
旭
川
で
オ
ム
レ
ツ
を
食
ひ
、
「
オ
ム
レ
ツ
と
云
ふ
も
の
は
う
ま

い
も
ん
だ
な
あ
」
と
し
み
じ
み
感
心
し
て
ゐ
た
だ
け
で
も
大
抵
想
像

で
き
る
だ
ろ
う
。

雪
ど
け
の
中
に
し
だ
る
る
柳
か
な

の
絵
葉
書
「
北
海
道
当
別
ト
ラ
ピ

移
っ
た

口
勺
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◆
８
芥
川
文
〈
述
〉

列
・
２
、
筑
摩
書
房
）

い
く
つ
か
を
捺
し
た
も
の
と
を
、
二
冊
に
し
て
、
横
十
三
・
五
セ

チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
の
和
紙
に
収
め
、
和
綴
に
し
て
、
藍
色
木
一

の
表
紙
の
三
つ
折
の
折
た
た
み
の
中
に
収
め
て
、
『
澄
江
堂
句
集
 
｛

譜
附
』
と
し
て
お
返
し
用
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
送
り
い
た
し
ま
し
た
。

◆
９
山
本
健
吉
『
定
本
現
代
俳
句
』
（
平
㈹
・
４
、
角
川
選
書
、

角
川
新
書
版
『
現
代
俳
句
上
巻
』
昭
泌
・
６
）

七
月
二
十
四
日
の
午
前
一
時
か
二
時
ご
ろ
、
彼
は
伯
母
の
枕
も
と
へ

来
て
、
一
枚
の
短
冊
を
渡
し
て
言
っ
た
。
「
伯
母
さ
ん
、
こ
れ
を
あ
し

た
の
朝
下
島
さ
ん
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
先
生
が
来
た
時
、
僕
が
ま

だ
寝
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
寝
て
い
た
ら
僕
を
起
こ
さ
ず
に
お

い
て
、
そ
の
ま
ま
ま
だ
ね
て
い
る
か
ら
と
言
っ
て
わ
た
し
て
く
だ
さ

い
」
。
こ
れ
が
彼
の
最
後
の
言
葉
廷
舜
っ
た
。
「
下
島
さ
ん
」
と
は
主

治
医
下
島
勲
で
あ
り
、
乞
食
俳
人
井
月
を
世
に
紹
介
し
た
人
で
あ
る
。

こ
の
後
、
彼
は
ヴ
ェ
ロ
ナ
ー
ル
と
ジ
ャ
ー
ル
の
致
死
量
を
仰
い
で
寝

た
の
で
あ
る
。
短
冊
に
は
「
自
噺
」
と
前
書
し
て
こ
の
句
が
書
か
れ

脆
句
目
桐
の
葉
は
枝
の
向
き
向
き
枯
れ
に
け
り

（
『
餓
鬼
全
句
』
大
９
．
皿
）

Ｗ
句
目
水
涕
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
残
る

蝿
句
目
元
日
や
手
を
洗
ひ
を
る
夕
ど
こ
ろ

（
『
芥
川
竜
之
介
俳
句
集
』
大
正
十
年
）

◆
皿
中
村
草
田
男
「
俳
人
と
し
て
の
芥
川
龍
之
介
」
（
昭
Ⅳ
・
７
、

『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
初
出
）

私
は
こ
の
句
こ
そ
、
彼
自
ら
に
よ
っ
て
客
観
化
さ
れ
た
人
間
芥
川
龍

之
介
の
一
個
見
事
な
自
画
像
で
あ
る
と
思
う
。
二
階
の
窓
ぢ
か
い
手

欄
に
寄
り
か
か
っ
た
ひ
と
り
の
人
の
横
顔
が
、
都
会
の
屋
根
の
彼
方

に
日
の
没
し
去
っ
た
後
の
、
真
黄
色
な
残
光
の
光
を
背
景
に
し
て
、

く
っ
き
り
と
シ
ル
エ
ッ
ト
に
な
っ
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
い
る
。
次
第

に
増
す
寒
さ
は
夜
気
と
な
っ
て
迫
っ
て
く
縄
が
、
室
内
は
灯
も
と
も

ら
ず
、
窓
辺
の
人
は
不
動
の
儘
で
あ
る
。
隆
い
鼻
の
先
に
唯
一
点
、

生
き
物
の
よ
う
に
宿
っ
て
い
弱
泳
演
だ
け
が
、
遠
く
か
ら
の
黄
色
い

残
光
を
透
し
て
、
い
よ
い
よ
瞭
然
と
存
在
を
き
わ
だ
た
せ
て
い
る
。

／
芥
川
龍
之
介
に
は
、
比
較
的
初
期
の
作
品
に
、
既
に
次
の
よ
う
な

題
名
を
附
せ
ら
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
ず
に
は
居
ら

れ
な
い
。
／
「
孤
独
地
獄
」

中
野
妙
子
〈
記
〉
『
追
憶
芥
川
龍
之
介
』
（
昭
 
◆
帥
 
『
澄
江
堂
句
集
』
（
全
七
十
七
句
）

く
げ
い
ま

主
人
は
な
く
な
る
前
年
の
、
大
エ
計
五
年
の
夏
、
鵠
沼
に
い
ま
し
た

私
達
の
家
へ
、
長
崎
か
ら
渡
辺
庫
輔
さ
ん
を
呼
び
ま
し
た
。
／
主
人

は
今
ま
で
作
り
ま
し
た
た
く
さ
ん
の
俳
句
を
整
理
し
て
、
そ
の
中
か

ら
七
十
七
句
を
抜
き
出
し
て
、
渡
辺
さ
ん
に
清
書
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
／
き
っ
と
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
清
書
し
て
も
ら
っ
て
い

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
／
主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
て
か
ら
、
こ
の
句

集
を
印
刷
に
し
ま
し
て
、
そ
れ
と
日
頃
使
用
し
て
お
り
ま
し
た
印
の

い
く
つ
か
を
捺
し
た
も
の
と
を
、
二
冊
に
し
て
、
横
十
三
・
五
セ
ン

チ
、
縦
二
十
七
セ
ン
チ
の
和
紙
に
収
め
、
和
綴
に
し
て
、
藍
色
木
綿

て
あ
っ
た
。

印
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◆
皿
山
本
健
吉
『
定
本
現
代
俳
句
』
（
前
掲
）

「
僕
も
亦
人
間
獣
の
一
匹
で
あ
る
」
（
或
旧
友
へ
送
る
手
記
）
と
言
っ

た
彼
は
《
顔
の
中
の
鼻
の
部
分
に
動
物
的
な
も
の
の
名
残
を
意
識
す

る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
っ
た
か
も
し
れ
ぬ
。
し
か
も
次
第
に
「
動
物

力
を
失
っ
て
い
る
」
（
同
）
自
分
を
意
識
し
た
彼
に
と
っ
て
、
鼻
は
た

だ
一
つ
取
り
残
さ
れ
た
も
の
と
い
う
感
じ
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
か

も
し
れ
ぬ
。
鼻
一
つ
「
暮
れ
残
」
っ
て
い
る
と
い
う
気
持
ち
で
あ
る
。

水
涕
を
点
じ
た
鼻
の
先
だ
け
が
光
っ
て
暮
れ
残
っ
て
い
る
と
い
う
意

識
は
、
だ
か
ら
ま
さ
に
「
自
畷
」
そ
の
も
の
で
あ
る
。
鼻
だ
け
が
動

物
の
ご
と
く
生
き
て
水
涕
を
垂
ら
し
て
い
る
と
い
う
不
気
味
な
自
画

像
を
描
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
鼻
に
託
し
て
、
冷
静
に
自
己
を
客
観

し
、
戯
画
化
し
た
句
で
あ
り
、
恐
ろ
し
い
句
で
あ
る
。
彼
の
生
涯
の

句
の
絶
唱
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

◆
⑬
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）

日
イ
〔
集
韻
〕
延
知
切
国

一
一
曙

壷
嬢
搦
目
獅
〔
集
韻
〕
他
計
切
霞

亘
痴
〔
集
韻
〕
土
禮
切
雷

‘五
一
計
哉
一

全
天
小
日
自
国
④
は
な
し
る
。
鼻
液
。
〔
説

叩
Ⅲ
豪
文
〕
湊
、
鼻
液
也
、
圦
レ
水
夷
聲
。
〔
易
、

革
〕
齋
杏
涕
漠
。
〔
疏
〕
自
レ
目
出
日
し
涕
、
自
レ
鼻

出
日
し
漠
。
〔
禮
、
檀
弓
上
〕
待
二
子
廟
一
垂
二
涕
湊
一

〔
疏
〕
自
レ
鼻
日
し
漠
。
邑
避
み
だ
・
涕
禽
Ｉ
昌
農
色

に
同
じ
・
〔
禮
今
内
則
〕
不
二
敢
壜
量
〔
篝
文
〕
漢
、

本
又
作
し
涕
。
邑
韓
（
届
１
房
鵠
巴
に
同
じ
・
〔
読
一

文
通
訓
定
聲
〕
湊
、
字
亦
作
し
鑑
。
 
’

日
汚
獅
〔
集
雷
土
禮
切
鬮

〔
涕
慰
目
汀
〔
集
韻
〕
他
計
靭
雷

一
ム
ー
拝
忌
卦
一

巨
舞
〔
中
華
篝
雪
鑑
圃

至
尺
小
日
目
ｅ
な
み
だ
。
〔
説
文
、
梯
、
段
注
〕

叩
Ⅲ
豪
按
泣
也
二
字
、
當
レ
作
二
目
液
也
三
字
｛

篝
烹
之
誤
也
。
〔
廣
雅
、
春
言
〕
涕
、
涙
也
。
〔
玉

篇
〕
易
、
目
汁
出
日
し
梯
。
〔
易
、
華
〕
齋
杏
湧
演
。

〔
虞
注
〕
自
レ
目
日
し
涕
。
〔
詩
、
陳
風
、
澤
破
〕
滞
泗

房
滝
。
〔
傳
〕
自
レ
目
日
し
梯
。
色
な
く
。
〔
説
文
〕

涕
、
泣
也
、
圦
レ
水
弟
聲
。
色
は
な
し
る
。
〔
素

閤
、
解
精
微
論
〕
故
臘
潅
爲
レ
涕
・
〔
注
〕
鼻
譲
這
レ

膳
、
故
贈
樛
爲
レ
鵠
、
流
二
齢
鼻
中
一
美
。
、
演
宙

１
局
麓
己
に
暹
ず
。
〔
禮
ゴ
内
則
、
不
二
敢
唾
塁

桿
文
〕
涕
、
叉
作
し
漠
、
同
、
吐
細
反
。
国
卜
兆
の

名
。
園
ａ
ｉ
畠
邑
）
に
同
じ
・
〔
史
記
、
宋
微
子
世

家
〕
乃
命
ニ
ト
篭
↓
日
し
雨
、
日
し
濟
、
日
し
鴇
。
〔
注
〕

素
薩
日
、
儲
、
一
昔
亦
篭
稔
書
作
し
国
。

寸
叫
芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
（
大
５
．
２
、
『
新
思
潮
』
初
出
）

〈
結
び
〉

内
供
は
鼻
が
一
夜
の
中
に
、
又
元
の
通
り
長
く
な
っ
た
の
を
知
っ
た
。

さ
う
し
て
そ
れ
と
同
時
に
、
鼻
が
短
く
な
っ
た
時
と
同
じ
や
う
な
、

は
れ
ば
れ
し
た
心
も
ち
が
、
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
帰
っ
て
来
る
の
を

感
じ
た
。
／
１
か
う
な
れ
ば
、
も
う
誰
も
咽
ふ
も
の
は
な
い
に
ち
が

ひ
な
い
。
／
内
供
は
心
の
中
で
か
う
自
分
に
攝
い
た
。
長
い
鼻
を
あ

け
方
の
秋
風
に
ぶ
ら
つ
か
せ
な
が
ら
。
（
傍
線
引
用
者
、
以
下
同
）

◆
喝
芥
川
龍
之
介
「
杜
子
春
」
（
大
９
．
７
、
『
赤
い
烏
』
初
出
）

〈
結
び
〉

そ
の
声
に
気
が
つ
い
て
見
る
と
、
杜
子
春
は
や
は
り
夕
日
を
浴
び
て
、

洛
陽
の
西
の
門
の
下
に
、
ぼ
ん
や
り
佇
ん
で
ゐ
る
の
で
し
た
。
霞
ん

だ
空
、
白
い
三
日
月
、
絶
え
間
な
い
人
や
車
の
波
、
ｌ
す
べ
て
が
ま

だ
峨
眉
山
へ
、
行
か
な
い
前
と
同
じ
こ
と
で
す
。

◆
妬
芥
川
龍
之
介
「
鼻
」
（
前
掲
）

内
供
は
実
に
こ
の
鼻
に
よ
っ
て
傷
け
ら
れ
る
自
尊
心
の
為
に
苦
し
ん

だ
の
で
あ
る
。
／
﹇
…
﹈
／
そ
こ
で
内
供
は
、
積
極
的
に
も
消
極
的

に
も
、
こ
の
自
尊
心
の
殼
損
を
恢
復
し
よ
う
と
試
み
た
。

◆
面
芥
川
龍
之
介
「
後
世
」
（
大
８
．
７
）

私
は
猶
想
像
す
る
。
落
莫
た
る
百
代
の
後
に
当
っ
て
、
私
の
作
品
集

を
手
に
す
べ
き
一
人
の
読
者
の
あ
る
こ
と
を
。
さ
う
し
て
そ
の
読
者

の
心
の
前
へ
、
朧
げ
な
り
と
も
浮
び
上
る
私
の
唇
気
楼
の
あ
る
事
を
。

◆
皿

１
１
１
１
ｌ
ｊ
１
１
ｊ
１
９
１
ｒ
面
、
-
’
四
Ｉ
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
画

０
１
-

｛一一
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め
 
ざ
し

芥
龍
之
介
句

-

０

＊
９
木
が
ら
し
や
目
刺
に
の
こ
る
海
の
い
ろ
（
大
８
）

１１

５

じ
つ
と
く
 
た
 
か
ん
ざ
ん
 
は

『
俳
句
α
あ
る
ふ
ぁ
』
（
一
九
九
七
’一
○
、
二
月
号
、
毎
日
新
聞
社
）
 
旧
拾
得
は
焚
き
寒
山
は
掃
く
落
葉
（
大
８
）

ご
く
普
通
の
食
」
早
に
載
っ
て
い
る
目
刺
し
。
厳
し
い

木
枯
し
を
受
け
て
き
た
こ
の
目
刺
を
見
る
と
、
そ
の

目
に
は
、
ま
だ
、
海
の
色
が
残
っ
て
い
る
…
…
。

森
鴎
外
の
「
寒
山
拾
得
」
が
「
新
小
説
」
に
載
っ
た

の
は
三
年
前
の
一
月
。
ま
た
、
落
葉
の
季
節
に
な
っ

た
。
落
葉
に
集
う
二
人
に
寒
山
拾
得
を
思
う
。

埋
火
を
お
こ
す
と
、
ま
だ
ほ
の
か
な
赤
い
炭
が
燃
え

立
つ
。
そ
の
、
ほ
の
か
な
火
の
色
は
、
私
の
心
の
中

に
忘
れ
て
い
た
、
ほ
ん
の
り
と
し
た
恋
心
の
よ
う
だ
。

寒
い
。
し
き
り
に
出
る
水
っ
ぱ
な
。
心
身
が
不
安
定

で
、
何
故
か
鼻
が
意
識
さ
れ
、
夕
暮
れ
の
日
を
受
け

て
、
そ
の
鼻
先
だ
け
が
暮
れ
残
っ
て
い
る
感
じ
だ
。

子
規
の
絶
筆
は
「
疲
一
斗
糸
瓜
の
水
も
間
に
合
は

ず
」
・
き
ょ
う
は
九
月
十
九
日
、
子
規
忌
で
あ
る
。
そ
の

子
規
の
糸
瓜
は
、
き
ょ
う
も
根
岸
に
あ
る
だ
ろ
う
か
。

い
の
う
え
せ
い
げ
っ

も
と
長
岡
藩
の
武
士
・
井
上
丼
月
は
十
三
歳
で
ふ
る

さ
と
を
捨
て
、
三
十
一
一
歳
で
伊
那
谷
に
住
み
つ
い
た
。

腰
に
酒
の
入
っ
た
瓢
箪
を
下
げ
死
ぬ
ま
で
放
浪
し
た
。

桐
の
葉
の
枯
れ
が
目
立
つ
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。
桐
の

大
き
な
葉
は
、
よ
く
見
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
が
あ

っ
て
、
そ
れ
で
微
妙
に
枯
れ
具
合
が
ち
が
う
：
．
…
。

新
年
は
、
年
頭
の
諸
々
の
行
事
を
す
ま
せ
る
と
、
あ

っ
と
い
う
間
に
一
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
穏
や
か

な
一
日
が
過
ぎ
て
、
手
を
洗
っ
て
部
屋
に
入
る
。

中
国
旅
行
。
上
海
に
上
陸
し
、
杭
州
西
湖
・
蘇
州
・

揚
州
・
南
京
を
見
て
、
壽
湖
・
蘆
山
・
洞
庭
湖
・
漢

口
な
ど
を
廻
っ
た
。
い
ま
は
麦
秋
の
候
で
あ
る
。

「
大
阪
毎
日
」
の
海
外
特
派
員
と
し
て
中
国
旅
行
に
出

た
。
炎
天
下
を
麦
ぼ
こ
り
を
上
げ
て
走
る
馬
車
と
そ

の
上
で
眠
る
子
、
そ
ん
な
風
景
が
ど
こ
に
も
あ
っ
た
。

「
楓
橋
の
夜
泊
」
は
、
中
国
の
詩
人
・
装
総
の
有
名
な

詩
「
楓
橋
夜
泊
」
で
あ
る
。
「
月
落
ち
烏
啼
い
て
霜
天

に
満
つ
」
、
そ
の
三
山
寺
を
訪
れ
て
の
作
。

こ
の
ご
ろ
神
経
が
甚
し
く
傷
つ
き
、
催
眠
剤
な
し
に

は
一
睡
も
で
き
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
夜

も
、
明
け
方
ま
で
コ
オ
ロ
ギ
の
声
を
き
い
た
。

し
も
じ
室
く
↑
っ
こ
ぐ

伊
那
谷
下
島
空
谷
の
家
に
は
、
幼
い
こ
ろ
乞
食
俳
人
．

井
上
井
月
が
訪
ね
て
き
て
、
空
谷
は
そ
れ
を
見
た
と

い
う
。
井
月
に
「
落
栗
の
座
を
定
め
た
る
窪
溜
り
」
。

真
っ
赤
に
燃
え
て
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
て
ゆ
く
夕
日
。

そ
の
日
が
野
原
一
面
に
生
え
て
い
る
青
い
杉
菜
の
真

ん
中
に
、
こ
れ
ま
た
ゆ
ら
り
ゆ
ら
り
と
沈
ん
で
ゆ
く
。

落
葉
の
季
節
に
な
っ
た
。
掃
き
寄
せ
た
落
葉
を
焚
い

た
炎
の
中
に
、
菓
守
の
神
が
見
え
た
よ
う
な
気
が
し

た
。
も
う
す
ぐ
、
寒
い
冬
が
や
っ
て
く
る
。
…
、
．
。

美
し
い
女
性
が
、
海
上
は
る
か
に
揚
が
る
花
火
を
見

上
げ
て
い
る
。
な
ん
と
い
う
明
眸
で
あ
ろ
う
。
そ
の

立
姿
も
、
花
火
を
背
景
に
す
る
と
一
段
と
美
し
い
。

蝶
が
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
丸
い
舌
の
形
を
見
て
い

る
と
、
機
械
の
ゼ
ン
マ
イ
に
似
て
い
る
よ
う
で
、
実

に
面
白
い
。
あ
た
り
は
酷
暑
で
む
し
か
え
っ
て
い
る
。

帽
子
を
か
む
っ
た
女
性
。
そ
の
女
性
は
結
核
で
痩
せ

衰
え
て
い
る
。
が
、
美
人
一
溥
命
と
い
わ
れ
て
い
る
よ

う
に
頬
は
美
し
く
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
い
て
い
る
。

吹
き
荒
ぶ
木
が
ら
し
の
日
。
こ
の
東
京
の
ド
真
ん
中

に
身
を
置
い
て
い
る
自
分
は
、
な
ん
と
な
く
身
の
置

き
ど
こ
ろ
も
な
く
、
木
枯
ら
し
を
身
に
う
け
て
い
る
。

革
羽
織
が
老
骨
を
つ
つ
ん
で
い
る
。
臥
し
て
い
る
久

米
正
雄
を
見
舞
い
に
ゆ
こ
う
と
思
う
。
そ
う
い
う
自

分
も
、
こ
の
ご
ろ
痩
せ
て
病
気
が
ち
で
は
あ
る
が
。

横
須
賀
の
海
軍
機
関
学
校
教
官
を
や
め
る
決
心
を
し

た
。
陶
淵
明
の
「
帰
去
来
之
辞
」
が
き
っ
か
け
で
、

東
京
に
帰
り
「
大
阪
毎
日
」
に
入
社
し
よ
う
と
思
う
。

つ
や
つ
や
し
た
肌
を
持
っ
た
胄
蛙
が
一
匹
、
栗
の
表

に
止
ま
っ
て
い
る
。
「
あ
れ
、
お
ま
え
も
ペ
ン
キ
塗
り

た
て
な
の
か
」
思
わ
ず
そ
う
声
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

う
ず
み
び
ほ
の
か

Ⅱ
埋
火
の
灰
に
赤
し
わ
が
心

自
噸

み
ず
ば
な

＊
肥
水
浅
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
残
る

一
は
卵
）

子
規
忌

の
き
 
ば
 
へ
 
ち
 
ま

旧
雨
に
暮
る
る
軒
端
の
糸
瓜
あ
り
や
な
し
（
大
９
）

せ
い
げ
っ
 
今
、
べ
 
・
ど
こ

個
井
月
の
瓢
は
何
処
へ
暮
の
秋

第
一
高
等
学
校
の
外
を
通
り
つ
つ

＊
旧
桐
の
葉
は
枝
の
向
き
向
き
枯
れ
に
け
り
森
山

＊
旧
元
日
や
手
を
洗
ひ
を
る
夕
ど
こ
ろ
 
（
大
旧
）

い
ち
な
か

〃
市
中
の
穂
麦
も
赤
み
行
春
ぞ

洛
陽

＊
旧
麦
ぼ
こ
り
か
か
る
童
子
の
眠
り
か
な

ふ
う
き
よ
う
や
 
は
く

か
な

旧
楓
橋
の
夜
泊
に
響
く
き
ぬ
た
哉

病
中

い
と
ど

＊
釦
あ
か
つ
き
や
韓
な
き
や
む
屋
根
の
う
ら
（
大
旧
）

つ
ノ
、

副
月
の
夜
の
落
栗
拾
ひ
尽
し
け
り

す
ぎ
 
な

配
ゆ
ら
ら
か
や
杉
菜
の
中
に
日
は
落
つ
れ
（
大
Ⅱ
）

は
も

ｌ
落
葉
焚
い
て
葉
守
り
の
神
を
見
し
夜
か
な
（
明
型

め
い
ぼ
う

２
明
眸
の
見
る
も
の
沖
の
遠
花
火

に

＊
３
蝶
の
舌
ゼ
ン
マ
イ
に
似
る
暑
さ
か
な

ろ
う
が
い
 
ほ
ほ

４
労
咳
の
頬
美
し
や
冬
帽
子

＊
５
木
が
ら
し
や
東
京
の
日
の
あ
り
ど
こ
ろ
（
大
７
）

三
汀
の
病
を
問
ふ
。
我
亦
時
に
病
床
に
あ
り

き
よ
う
ち
ゅ
う
 
一
」
が
ら
し
せ
き

６
胸
中
の
凧
咳
と
な
り
に
け
り
 
（
大
７
）

教
師
を
や
め
る

７
帰
ら
な
ん
い
ざ
草
の
庵
は
春
の
風
 
（
大
８
）

あ
お
が
え
る

８
青
蛙
お
の
れ
も
ペ
ン
キ
ぬ
り
た
て
か

（
大
８
）

（
大
旧
）

（
大
旧
）

『
俳
句
 
α
あ
る
ふ
あ
』

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
よ
り

＊
印
は
、
『
澄
江
堂
句
集
』
に
採
択
さ
れ
た
句
（
発
表
者
が
つ
け
る
）

冠
型

（
大
８
）

（
大
Ⅲ
）

、
、

１
-
Ｉ

ダ ヘ

大
7

酋

へ
六

5
ー

r

〆 へ

大
10
、 一

エ
ハ

9
ー

グ ヘ

大
7

菅

〃
I

龍 之介の河童の絵



ひ
た
い

閉
花
散
る
や
牛
の
額
の
土
ぼ
こ
り

あ
か
ね

剖
竹
の
芽
も
茜
さ
し
た
る
彼
岸
か
な

宿
の
縁
の
外
は
鴨
川
な
り

妬
た
か
ん
な
の
皮
の
流
る
る
う
ら
ら
か
な
（
大
Ⅱ
）

妓
お
若
に

か
ん
ぞ
う

ｃ
餡
萱
草
も
咲
い
た
ば
っ
て
ん
別
れ
か
な
 
（
大
Ⅱ
）

病
懐
蒲
條

出
初
霜
や
藪
に
隣
れ
る
住
み
心
（
大
Ⅱ
）

伯
母
の
言
葉
を

＊
閉
薄
綿
は
の
ば
し
兼
ね
た
る
霜
夜
か
な
 
（
大
Ⅲ
）

釦
時
雨
る
る
や
犬
の
来
て
ね
る
炭
俵

（
大
Ⅲ
）

別
菜
の
花
は
雨
に
よ
ご
れ
ぬ
育
ち
か
な
（
大
旧
）

久
し
ぶ
り
に
姪
に
あ
ひ
て
ふ
と
 
あ
ん
ず

蛇
か
へ
り
見
る
頬
の
肥
ｈ
ノ
よ
杏
い
ろ
 
（
大
肥
）

と
り

四
月
中
の
酉
の
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
葵
祭
の
牛
車

を
見
た
。
花
を
受
け
た
黒
い
牛
の
額
に
は
、
う
っ
す

ら
と
土
ぼ
こ
り
が
た
ま
っ
て
い
た
。

竹
の
葉
が
、
新
し
い
う
い
う
い
し
い
芽
を
出
し
は
じ

め
た
。
そ
こ
に
夕
方
の
日
が
さ
し
こ
ん
で
い
る
。
庭

に
は
、
も
う
彼
岸
が
そ
こ
ま
で
き
て
い
る
の
だ
。

鴨
川
を
な
が
め
て
い
る
と
、
上
流
で
筍
で
も
洗
っ
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
か
ん
な
の
皮
が
一
枚
、
ま

た
一
枚
と
流
れ
て
き
た
。
春
の
う
ら
ら
か
な
昼
だ
。

長
崎
の
遊
廓
の
美
妓
照
菊
。
そ
の
妓
と
つ
き
合
っ
て

何
年
に
な
ろ
う
か
。
夏
に
言
一
草
が
咲
い
た
ら
別
れ
よ

う
と
い
っ
て
き
た
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
別
れ
ね
ば
。
…
：
。

政
治
的
野
心
を
す
て
て
田
園
に
隠
遁
し
た
宋
の
詩

人
・
陶
淵
明
に
な
ら
っ
て
、
自
分
も
尻
を
か
ら
げ
て
、

売
文
糊
口
の
生
活
を
送
る
、
今
日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

こ
の
ご
ろ
神
経
の
疲
労
が
著
し
く
、
三
を
と
る
気
も

お
き
な
い
。
初
霜
が
降
り
て
、
も
う
冬
も
き
び
し
さ

を
増
す
。
隣
の
竹
藪
が
ゆ
れ
て
一
層
神
経
に
さ
わ
る
。

霜
が
降
り
て
寒
い
夜
が
や
っ
て
き
た
。
伯
母
が
、
も

め
ん
綿
の
上
に
薄
く
真
綿
を
引
き
の
ば
し
て
い
る
が

「
こ
れ
が
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
」
と
い
う
：
…
。
。

時
雨
の
中
を
野
犬
が
ぬ
れ
て
や
っ
て
き
た
。
近
く
の

小
屋
に
あ
っ
た
炭
俵
の
上
に
、
身
を
ひ
き
よ
せ
る
よ

う
に
し
て
寝
落
ち
た
。
寒
い
夜
の
風
景
で
あ
る
。

菜
の
花
が
い
ち
め
ん
に
咲
き
乱
れ
て
い
る
。
ま
だ
雨

に
よ
ご
れ
て
い
な
い
そ
の
花
は
、
明
る
く
の
び
の
び

と
し
て
い
て
、
い
か
に
も
育
ち
の
よ
さ
が
出
て
い
る
。

久
し
ぶ
り
に
姉
ヒ
サ
の
娘
で
あ
る
姪
に
会
っ
た
。
ふ

く
よ
か
な
頬
に
は
ほ
ん
の
り
と
赤
み
が
さ
し
、
ま
る

で
熟
れ
た
杏
そ
の
も
の
の
娘
に
な
っ
て
い
た
。

関
東
大
震
災
後
の
増
上
寺
。
芝
山
内
を
過
ぎ
、
万
株

の
長
松
の
並
木
を
見
て
い
る
。
松
籟
の
音
が
聞
こ
え

て
く
る
が
、
そ
れ
は
夢
か
う
つ
つ
か
、
暑
い
夏
の
こ
と
。

瀧
丼
孝
作
を
訪
問
し
て
の
帰
り
道
、
手
賀
沼
あ
た
り

を
歩
い
た
。
細
長
い
茎
の
穗
蒲
が
な
び
き
は
じ
め
た

か
と
思
う
と
、
蓮
の
花
が
そ
の
間
に
み
え
た
。

こ
の
ご
ろ
は
、
つ
ね
に
写
生
を
心
掛
け
て
い
る
。
つ

い
先
日
も
蝮
に
出
会
っ
た
。
戯
れ
に
掌
に
蛭
を
つ
か

ん
で
み
る
と
、
思
い
の
ほ
か
や
わ
ら
か
か
っ
た
。

下
畠
空
谷
医
師
か
ら
、
伊
那
の
柿
が
贈
ら
れ
て
き
た
。

柿
は
大
好
物
。
十
一
個
入
っ
て
い
て
、
十
一
月
と
合

わ
せ
「
柿
十
一
」
と
し
て
み
た
。

古
瓦
新
婚

師
甘
栗
を
む
け
ば
う
れ
し
き
雪
夜
か
な
（
大
帽
）

菊
池
寛
の
自
伝
小
説
「
啓
吉
物
語
」
に

け
い
き
ち
だ
ん
 
す

＊
記
元
日
や
啓
吉
も
世
に
古
箪
笥

旅
中
寄
内

＊
舶
乳
垂
る
る
妻
と
な
り
つ
も
草
の
餅

か
い

＊
岨
春
雨
の
中
に
雪
お
く
甲
斐
の
山

も

則
つ
，
、
ぱ
ひ
の
藻
も
ふ
る
さ
と
の
暑
さ
か
な

室
生
犀
星
金
沢
の
蟹
を
贈
る

こ
”フ
 

ら

ぜ
ん

＊
肥
秋
風
や
甲
羅
を
あ
ま
す
膳
の
蟹

（
大
旧
）

越
後
よ
り
来
れ
る
蝉
、
当
歳
の
児
を
た
ん
た
ん
と
云
ふ

＊
岨
た
ん
た
ん
の
咳
を
出
し
た
る
夜
寒
か
な
（
大
旧
）

傘
雨
亭
の
運
座
に

は
つ
差
つ
ま
 
ほ
こ
ら

＊
“初
午
の
詞
と
も
り
ぬ
雨
の
中

悼
亡
ふ
 
ひ

＊
妬
更
け
ま
さ
る
火
か
げ
や
こ
よ
ひ
雛
の
顔
（
大
旧
）

破
調

＊
岨
兎
も
片
耳
垂
る
る
大
暑
か
な

よ
わ

〃
か
ひ
も
な
き
眠
り
薬
や
夜
半
の
冬

即
叶
 
冥
皐

ろ
う
ば
い
す

＊
岨
臘
梅
や
雪
う
ち
透
か
す
枝
の
た
け

岨
松
風
や
白
犬
細
う
す
ぎ
に
け
り

い
ば
り

ま
く
ら
が
み

印
尿
す
る
茶
壷
も
寒
し
枕
上

古
瓦
こ
と
小
島
政
二
郎
が
結
婚
し
た
。
甘
栗
を
む
く

若
い
二
人
の
姿
も
、
う
ら
や
ま
し
い
ほ
ど
の
睦
ま
じ

さ
で
あ
る
。
こ
ち
ら
の
方
ま
で
嬉
し
く
な
っ
て
く
る
。

菊
池
寛
が
「
文
藝
春
秋
」
を
創
刊
し
、
新
進
作
家
と

し
て
出
発
し
た
。
啓
吉
も
の
ば
か
り
を
集
め
「
啓
吉
」

と
い
う
本
を
出
す
と
い
う
。
そ
の
お
祝
い
に
一
句
。

室
生
犀
星
に
お
世
話
に
な
り
、
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。

妻
君
の
草
餅
は
、
こ
と
の
ほ
か
お
い
し
か
っ
た
。
垂

乳
根
の
母
な
ら
ぬ
妻
君
、
あ
り
が
と
う
よ
。

舂
の
木
々
が
芽
吹
い
て
い
る
。
春
雨
が
そ
の
芽
を
打

ち
、
蕾
も
い
っ
そ
う
ふ
く
ら
凡
で
く
る
。
遠
景
の
甲

斐
の
山
々
に
は
、
ま
だ
名
残
り
の
雪
が
見
え
る
。

昨
年
、
犀
星
よ
り
つ
く
ば
い
を
も
ら
っ
た
。
関
東
大

一
震
災
に
会
い
、
金
沢
に
引
き
揚
げ
た
犀
星
の
お
き
み

や
け
に
な
っ
た
、
思
い
出
多
き
つ
く
ば
い
で
あ
る
。

犀
星
よ
り
、
金
沢
の
蟹
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
さ
っ
そ

く
苑
で
て
食
膳
に
載
せ
る
。
赤
い
蟹
の
甲
羅
は
膳
を

は
み
で
る
ほ
ど
大
き
い
。
秋
風
が
渡
っ
て
ゆ
く
。

お
手
伝
い
の
女
の
子
も
い
す
、
妻
も
眠
り
、
ひ
と
り

机
に
向
か
っ
て
い
る
と
、
赤
ん
坊
が
咳
を
し
て
い
る

の
が
響
い
て
き
た
。
夜
は
い
っ
そ
う
冷
え
て
き
た
。

き
ょ
う
は
初
午
。
久
保
田
万
太
郎
の
句
会
に
出
掛
け

る
。
途
中
で
、
初
午
の
赤
い
旗
が
立
っ
て
い
る
祠
が
詮

あ
っ
た
。
雨
の
中
で
、
そ
の
旗
も
祠
も
ぬ
れ
て
い
た
。
よに、

踞
懇
の
下
島
空
谷
医
師
の
養
女
行
枝
が
肺
炎
で
急
逝
 
動

し
た
。
そ
の
部
屋
に
は
時
節
柄
雛
人
形
が
飾
ら
れ
て
ｌｊ

い
て
、
雛
の
顔
が
お
ぼ
つ
か
な
く
浮
い
て
い
る
。

店聿
雪

本
当
に
暑
い
一
日
で
あ
っ
た
。
あ
ま
り
の
暑
さ
の
た
Ⅱ

め
で
あ
ろ
う
か
、
兎
も
、
そ
の
片
耳
が
折
れ
て
し
ま
 
帽

い
、
片
方
が
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

Ｊ集

い
ま
、
鵲
沼
に
養
生
に
き
て
い
る
。
空
谷
医
師
よ
り
 
向＃

薬
を
も
ら
う
が
効
き
め
な
く
眠
れ
な
い
。
う
と
う
と
代

す
る
と
、
も
う
夜
明
け
で
、
し
ら
じ
ら
と
明
け
る
。
近ｒ

新
し
い
僕
の
家
の
庭
に
は
、
榧
・
木
削
、
か
く
れ
み
 
癖

の
、
臘
梅
、
八
シ
手
、
五
葉
の
松
な
ど
が
あ
っ
た
。
学

そ
の
中
で
も
僕
が
特
に
好
き
な
の
は
、
一
本
の
臘
梅
。
文代

雌
赫
祁
帥
塗
蝿
巷
謁
壼
叶
毛
油
吠
劫
陸
匹
闘
権
確
率
麺

に
き
て
、
に
や
り
う
す
笑
い
を
し
て
消
え
た
。
 
は記

こ
ん
．
ば
Ｍ

す
っ
か
り
精
神
も
肉
体
も
困
煽
し
き
っ
て
い
る
。
も
 
衰

距
嘔
諏
岬
誰
謹
垂
屋
宅
庵
唖
計
媚
紳
曜
蝿
妨
叱
勿
に
御

（
大
旧
）

（
大
旧
）

（
大
脂
）

（
大
旧
）

か
わ
が
り
と
う
え
ん
め
い

田
川
狩
や
陶
淵
明
も
尻
か
ら
げ

震
災
の
後
増
上
寺
の
ほ
と
り
を
過
ぐ

＊
記
松
風
を
う
つ
つ
に
聞
く
よ
夏
帽
子

我
孫
子
な
る
折
柴
を
訪
へ
る
か
へ
る
さ

＊
馴
蒲
の
穂
は
な
び
き
そ
め
つ
つ
蓮
の
花

は
つ
あ
き
 
い
な
ご

や
わ
ら

詳
叩
初
秋
の
鐘
つ
か
め
ば
柔
か
き

や
 
じ
ゆ
う
い
ち

胡
草
の
家
に
柿
十
一
の
ゆ
た
か
さ
よ
（
大
肥
）

（
大
旧
）

｜
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